
灯台の役割

年 月 日

名 前：

船が で に進むための をしている。
船が自分の を知り、他の船との や
暗礁への乗上げをさけながら安全なルートを
進むための目印になっている。

こうした目印を 標識という。

灯台は光を発して相図を送るため
標識と呼ばれている

歴史的価値が高い明治期の灯台の中でも
特に重要で未来まで大切に保護していくくものを
文部科学大臣が に指定する。
静岡県も１つが該当する。
その名も 。
ここは建てられてから150年もたっていて
令和 年 月 日に重要文化財に指定
された。

静岡県には明治時代につくられた灯台は 基
ある。 ↓に灯台の名前を書いてみよう！

灯台の魅力

船の安全を守るとともに乗組員に を
与えるという需要な役割もあります。
人々に や を与える文化財！

灯台のもう１つの
役割

安全/効率的/サポート/位置/接触/航路/光波/重要文化財/御前崎灯台/３/８/２/５/清水灯台・御前崎灯台・掛塚灯台・神
子元島灯台・石廊崎灯台/安心感/安らぎ/探求心
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